
協会のプラカー ドをもったイベットさ

ん、楽しい思い出の一夜となりました。

8月 3日 (日)君津市民ふれあい祭りが

開かれ、参加した文化交流委員会の扮

純子さんが、感想を寄せてくれました。

扮 純子

星空の下で楽 しく

｀
君津音頭でいやさかさっさ―

″
と

いう歌もすっかりお慣じみとなった君

津ふるさと祭りも今年で 2年 目。

国際交流協会としても去年に引き続

き踊り手として参加することとなりま

した。私は、と言えば君津生まれの君

津育ちではありますが、何故か今まで

地元のお祭りとは縁遠く、いやさか祭

りから数えても、一度しか足を運んだ

ことがなく、それも遠くから見ていた

だけ……。

ところが、今年から協会のメンバー

となり、この夏は協会の連で踊り手と

して参加することになりました。

今年から歌と踊りの振りが変わると

いうことで、事前の練習にも参加して

本番に備えました。当日事務所で赤、

緑、黄色のカラフルなハッピを渡され、

初めは少し照れ臭い気もしましたが、

ねじりはちまきを締めれば、すっかり

お祭り気分です。

総勢約40名。レオタードやドレスな

ど趣向を凝らした衣装の他の連と並ん

で、私たちのカラフルなハッピも夏空

の下でとても良く映えていました。

スタートの合図とともに始まった踊

りも、初めは少しぎこちなかったので

すが、だんだんとさまになって来まし

た。途中から、訪日されていた北京市

房山区の方も、私たちとお揃いのハッ

ピを着て参加され、一緒に踊りました。

もちろん連には会員の外国人の方も

参加してお祭りを盛り上げました。
｀
子供からお年寄りまで、国籍性別

を問わず楽しめる
″
これがお祭りの良

さであり、このことは国際交流協会に

参加する上で忘れてはならないことな

んだ、と今回参加して改めて実感しま

した。

名誉会長 (市長)や中国房山区の君津訪間団も一緒になって
踊った記念写真。美男美女ぞろいです。
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君津市の姉妹都市候補の一つとして、

当協会都市交流委員会で選定していた

中国北京市房山区の友好訪問団が、昨

年 8月 下旬に君津市及び協会会員で調

査を兼ねた第 1回訪間交流の答礼表敬

を兼ねて、8月 3日 から7日 までの間、

君津市を初訪問した。

訪問団は以下の 5名の方々。
・李 碩夫 (房山区副区長):団長
・陳 蘭慕 (房山区外事弁交室主任 )

(女性 )

・曹 鴻雲 (房山区文教工業委員会
書記 )

・張 宝山 (房山区工業経済委員会
主任 )

・張 静  (北京市経済委員会日本事
務所代表)(女性 :通訳 )

張静さんは君津市と北京市房山区と

の仲介を、昨年から積極的に協力推進

してくれた方。

成田空港に一行を出迎えたのは君津

市国際交流室 3名 (企画部長、室長、

副主査 )、 協会 3名 (事務局長、事務

局次長、都市交流委員長)帰 りのバス

の中で昨年訪中した坂元副主査と榎沢

事務局次長は、李団長と陳女史と旧交

をあたためていた。

8月 3日 はタイミングも良く「君津

市民ふれあい祭り」開催中であり、市

民との交流にも絶好の機会であった。

夕方ホテル千成についた訪問団は旅

装を解く間もなく17時から同ホテルで

君津市国際交流協会の前田会長の歓迎

挨拶を受け、夕食後直ちに君津駅前で

開かれている「ふれあい祭り」会場へ

足を運び、若月市長及びふれあい祭り

実行委員会の配慮によって市民の皆さ

んへ紹介された。

その後は協会参加連に加わって一緒

8月 4日ωの午前中は新日鐵の君津

製鐵所を訪間、迎賓館にて同所木内総

務部長、木村センター長他の歓迎を受

けた後、同所紹介のビデオ (中国語 )

を見た。見学バスに乗車し、冷延・熱

延工場などを見学した。原料岸壁では

中国からの石炭輸出があるか否かの質

問などがあった。

酷暑の中での見学は相当にきつかつ

たにも拘わらず、熱心に全員が視察 し

たのが印象的であらた。

午後は「きみつふるさと物産館」を

訪れたが同館の運営方法等について色々

質疑応答がされた。続いて八重原公民

館のお茶室「九十九坊」にて日本の伝

統茶道を体験 し、その後君津商工会議

所を表敬訪問して、会頭以下関係者と

懇談。ホテル千成では君津市主催の歓

迎レセプションに出席した。若月市長、

議会代表 (若鍋静江副議長 )、 鎌田協

会副会長の歓迎挨拶、収入役の乾杯音

頭があつた。

市長からは平等互恵の精神で交流し、

相互理解を深めたい。又房山区が農業

技術に関心が深い点に触れ、これから

の無農薬作物研究が大切なこと、君津

の鶏と房山区の鶏の合作案などが語ら

れた。

李副区長からは君津市の招請に対す

る謝辞と、君津市の農業・経済を学ぶ

と共に、市民との友情を深めたいとの

挨拶があった。途中琴の演奏と日本舞

踊の披露があり、訪問団の皆さんは日

本の伝統文化に触れ、一時疲れを忘れ

た感じであった。

上 :サ ンピア君津での意見交換会
正面の 5人が訪間団

下 :市主催の歓迎会で李団長が挨拶

8月 5日ωは東京見学を実施した。

君津駅を午前 8時に出発、東京駅10

時発のはとバス半日都内観光に乗車。

コースは皇居・国会議事堂・明治神宮・

東京タワー・六本木・銀座・東京駅で、

午後 2時からは秋葉原の電気街を訪れ

免税店で買物をした。ハードスケジュー

ルの中で訪問団のプライベートタイム

になった。

夕方君津に戻 り、宿舎サンピア君津

に移動する前に協会の中国語教室を参

観、教室の皆さんと交流を深めた。李

副区長から語学を通して交流しましょ

うと励ましのメッセージをいただいた。

8月 6日 lXlは実地見学と意見交換会

が行われた。午前中はバラ栽培農家

(溝口農園 )、 サラダ莱栽培農家 (レ イ

クファーム )、 農協のライスセンター、

を実地視察した。

午後は柿園(栗原農園)視察後サンピ

ア会議室において、農協、千葉県君津

農業改良普及センター、花井園芸組合

及び商工会議所等の実務者クラスの代

表と実際問題について質疑応答、意見

交換を行った。その中で特に李団長は

農業技術改良に関心があるので、柿園
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での日本の甘柿栽培に注目、技術指導

を求めていた。会議終了後、李団長か

ら房山区への各種団体や協会の訪問団

を歓迎したいとの、主旨が表明された。

この日の夜は協会主催の歓送会がサ

ンピア君津で開催され、市、議会等来

賓を含めて参列者総数は46名で、李団

長以下 5名の訪問団の成果と無事帰国

及び今後の親善交流を深めることを相

互確認し合った。

最後に全員輪になって「北国の春」を

合唱し、初めての出会いとは思われな

い様な友情あふれる親善交流となった。

昨年の訪中調査が房山区との交流の

第一歩とすれば今回は第二歩さらに三

歩を進めた交流を相互確認したと言え

る。

以下の訪問団は市役所を表敬訪問した。

若月市長、竹内助役、大曽根企画部長

他の出迎えを受け、房山区より君津市

に贈呈された掛軸を前に歓談、李団長

は君津市の熱烈歓迎と周到な視察見学

中心区4区、郊外区14区県

面積 :2019M  人口 :76万人
気温 :10～ 11℃ (年平均 )

降雨量 :650mm(年平均 )

輻
中国政権 :省、県、郷で構成

北京市 :直轄市

房山区 :市轄区のため人民政府あり

魃

北京原人遺跡 (区内周口店竜骨山 )

雲居寺 :仏舎利、石刻経典

十渡 :北の桂林と言われる景観

石花洞 :4大鍾乳洞の一つ

魃
高速道路 :京石高速道路、京津塘高

速道路 (北京市中心部から1時間)

鉄道 :京原鉄道、京広鉄道、良it鉄

に対する配慮に謝辞を述べ、帰国後は

区長に成果を適確に報告する旨の挨拶

をし、君津市長にも是非房山区を訪問

して貰いたい旨の要請をした。

市長は短時日で大変なスケジュール

であつたと思われるが、君津市のこと

遭。良郷空港 (現在軍用 )

輻
①燕山東流水工業開発区

11の企業、約400人が働く。

②良郷工業開発区

15の企業と6国内連合企業あり。

③区内に大理石、レンガ、石炭、セ
メントの工場あり。

④農村部は北京市の食料基地。

産物 :と うもろこし、野菜、米、麦

キウイフルーツ、柿、杏、栗。

靱
小学校374 中学校44 高校13 大
学 3 専門学校 6(小学校 1ク ラス
40人  中学校 1ク ラス45人 )
韓村河村 :建設業～大型機械化で資

産を増し、教育施設の充実、老人ホー

ムの新築で福祉も充実。

%
卓球、気功、太極拳に人気

カラオケ、ダンスも一般化

を少しでも理解したことが、今後の親

善交流には大切であり、末永 く友情を

築いて行きたいと挨拶 した。

その後バスにて成田空港へ直行し、

出国手続 きを終えて後、出国入口で

「再見」の挨拶を交わし、お別れした。

農業関係 :農業科学研究所、農業機

械研究所、キウィ研究センター

医療関係 :予防研究センター、心血

管病研究所、肝胆襄結石研究所

魃
服装は簡素、治安良好、女性社会進

出も進む。

食事 :主食は麺類、慢頭、バン、お

粥。副食は漬物、惣莱、豆腐、肉料

理、魚料理。住宅 :大半がアパート、

農村部でもレンガ造りの 1戸建から

アパー ト風建築に変化中。

▼

郷鎮級衛生医院28
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"

殷 蓮玉 さん

日本のマスコミには中国のニュース

が毎日出ています。日中関係がいかに

深いか、そして日本の人が中国に大き

な関心をもっているかがわかります。

1949年、毛沢東さんは新中国を建設

しました。その後を郡小平さんが、そ

して 3代目の指導者に江沢民さんがな

りました。毛沢東さん、周恩来さんが

亡くなられたとき、中国は将来どうな

るかという暗い気持ちと不安がありま

した。しかし郡小平さんのときは不安

や動揺はありませんでした。それは将

来の方向に安心感があるからです。

江沢民さんの中国になってどうなる

か。今年の中国の 2大イベントは、香

港返還と秋の中国共産党第15回大会で

す。香港返還は終りましたが、党大会

はこれからで、ここで経済政策や人事

が決定されます。皆、関心をもってい

ます。

全体的には改革開放路線の方向は決

定的で、逆戻りするのは不可能になり

ました。この路線は1978年から始まり、

3段階を経ました。

第 1段階は1978年から1984年までで

農村の改革です。弊害が大きくなった

農村の人民公社を、全部解体しました。

そして農地の使用権を15年から50年に

のばし、農業税を払うだけで、作物の

生産、売買を自由にしました。農民の

生産意欲は高まり、天候にも恵まれて

1995年から2年間豊作となりました。

「もっと中国を知ろう」と都市交流委員会が、 7月 19

日13時半から16時 まで、君津市民体育館視聴覚室でミニ

セミナーを開きました。

講師は日中友好会館の経済交流部長の段蓮玉さん。大

連市出身で北京外国語大学卒、日中友好協会理事を経て

現職。職場の上司と部下は日本人で、日本と中国の違い

を実体験中。

日中友好会館 (会長・後藤田正晴)は 日中両国の政府

関連事業として両国の文化交流を進めている。

中国は食糧をどう解決するかが一番

問題です。中国の人口は12億。 3億が

都市部で 9億が農村人口です。中国は

国土は広いのですが、砂漠や黄土地帯

など不毛の地も広く、農耕地はわずか

7%です。これで世界の人口の22%を

養っているのです。食糧輸入は5%ぐ
らいです。それ以上増やすと、世界市

場に混乱を起こします。中国の人口は、

2010年 までのピークに17億になるとい

われますが、私は一人っ子政策の浸透

で14～ 15億と推測しています。食糧問

題に取組む中国の姿勢は、世界に対す

る大きな貢献だと思います。

り、住宅、乗用車、携帯通信手段とい

われたりしています。

収入では1996年で、 1番高いのは金

融保険業です。最近、保険会社ができ

て年収 1万元ぐらいです。 2番目が化

学研究部門で 8千元台、 3番 目は交通

郵便部門でやはり8千元台です。一番

貧乏の生活ラインは、北京市では月に

250元 ぐらいで楽はできないが食べて

いけます。10年前と比べて豊かになり

ました。改革開放路線の流れは、江沢

民さんが変わっても変わらないという

安′亡ヽ感があります。

日本では女の子がお茶くみをしてい

ますが、中国では男の子でもやります。

買物にも行き、料理もします。言葉は

英語と同じYes、 Noと はっきりしてい

る。日本語はあいまいです。

献血は日本人は抵抗感がありません

が、中国人はあります。職場で献血に

いった人は 1週間休みます。 1カ 月分

の補助金も出ます。これに対し日本の

現地企業の社長さんは「とんでもない」

と理解しがたいようです。

今年は日中国交正常化25周年です。

友好は深まりましたが、尖閣列島、靖

国神社、教科書など問題も出てきまし

た。中国でのあるアンケート調査で、

35歳以下の人たちの78%が日本に対し

て不信感をもっていました。日本はド

イツに比べて明確な態度がない、侵略

の認識が甘いと感じています。一方、

日本の若い人は中国に対し、密入国と

か殺人事件とかで不信感があります。

国交正常化の時に言ったように「子々

孫々までの友好」をどうやって深めて

いくか。私たち世代のバ トンタッチの

役割が大事だと思っています。私は青

少年の交流を、大いにやるべきだと思

います。ときどきケンカをしますが、

そのたびに相手がよくわかり仲の良さ

が深まる一一 そんな友好交流ができ

るのではないでしょうか。

( 頭曇曾基T]]奮丁ヒ覺F広  )

ちIて1レ まヽ=

第 2段階は1984年から1992年 までで

す。改革は農村から都市部に移りまし

た。まず政府機能の改革です。国営企

業を国有企業に変えました。経営権を

国から社長とか企業に任せたのです。

さらに証券市場や食糧の交易市場など

を始めました。

第 3段階は1992年から2000年 までで

す。改革開放路線で経済は 2ケ タの高

度成長が続きました。過熱状態でどう

押さえるか苦労しています。理想的な

経済成長率は 8%く らいで、昨年やっ

と9%台の 1ケ タに押さえました。今
年も10%以下に押さえるのが重要な課

題です。

1970年代の中国の 3種の神器は時計、

自転車、ミシンでした。1980年代では

クーラー、パソコン、電話といわれた

今号は房山区からの視察団があつたので、その特集としました。


